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中学生世代の今後の人口動向の推計



改革推進期間

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

改革実行期

・事例試行 ⇒ 課題の洗い出し
解決策の検討、改善

・整備促進 ⇒ 成果の普及、検証

・ガイドライン
の見直し

・支援方策
の検討



改 革 期 間

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

後期 （令和11年度～１3年度）

・休日については、次期改定期間内に、原則、すべての学校部活動において
地域展開の実現を目指す。
・平日については、各種課題を解決しつつ更なる改革を推進する。
・受益者負担と公費負担とのバランスなど費用負担の在り方を検討する。



福岡県が示すガイドライン

生徒にとって望ましい「地域クラブ活動」の構築
～地域の実情に応じた休日の部活動の地域移行を中心に～

適切な運営 指導の充実

■バランスの良い
活動

■生徒の健康・安全
の確保

■体罰やハラスメント
の防止

■専門性を備えた
指導者

■ふさわしい施設
■発達段階や
ニーズに応じた活動
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部活動指導に対する自信

【教 員】

かなり自信がある やや自信がある

あまり自信がない 全く自信がない

福岡県における地域クラブ活動の構築に向けた
ガイドライン，福岡県教育委員会，令和５年３月
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✓学校にない種目をしたい。
✓様々な活動を楽しみたい。
✓専門的な指導を受けたい。
✓引退せずに続けたい。
✓学校をこえた仲間と関わりたい。
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子どもを中心に据えたメリット



スポーツ
協会・団体

保護者
コーチ

地域やクラブ
指導者



１．国や県の動向

2．地域展開のメリット

３．今後の課題と方向性



ひ と も の か ね

・指導者の確保
・教員の兼職兼業
・運営団体、実施主体
・総括コーディネーター

の配置

・活動場所の確保
・用具の確保
・規約等の整備
・大会、発表会
・移動手段

・保護者の負担（会費）
・指導者への謝金
・保険の整備
・運営委託費
・予算の確保、補助金

人財バンク
スポーツ推進委員
スポーツ協会

受益者負担
協賛金

学校施設の
優先利用

ナイター設備




